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【教科の視点を踏まえた授業づくり】 
 重度重複障害のある児童生徒の実態
に即し、教科の視点を踏まえた授業づ
くりを工夫するとともに児童生徒の生
活上又は学習上の困難さを踏まえて自
立活動の目標を設定し、自立活動で獲
得した力を、他の教科学習や生活場面
で発揮し、指導の効果を高める。 
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重度重複障害のある児
童生徒の実態に即し、教
科の視点を踏まえた目標
や指導内容の設定、評価
の在り方に着眼した授業
を実践できたと考える教
員の割合が 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７５％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 
【達成目標 Ｂ以上】 
 
 
現在自立活動で取り組ん
でいる内容が、児童生徒
の生活又は学習場面に結
びついていたと考える教
職員の割合が、 
Ａ ９０％以上 
Ｂ ７５％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 
【達成目標 Ｂ以上】 
 

回答教職員１８名 
ア あてはまる・・・・・・・３８．９％ 
イ ややあてはまる・・・・・５５．６％ 
ウ あまりあてはまらない・・ ５．６％ 
 ア＋イ ９４．５％ 
＜評価Ａ 目標達成＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

回答教職員１９名 
ア あてはまる・・・・・・・２７．８％ 
イ ややあてはまる・・・・・６１．１％ 
ウ あまりあてはまらない・・１１．１％ 
 ア＋イ ８８．９％ 
＜評価Ａ 目標達成＞ 
 

学部研究では、合わせた指導において国語科の視点
で単元を組み、授業実践に取り組んだ。研究では対象
児童生徒の実態を整理し、教科の視点をもって授業の
目標を考え授業を実践することが定着しつつある。し
かし、職員アンケートには「目標が適切だったのかと
不安に思うことがある」と答えた職員もおり、 
今後も引き続き研修会や授業実践を重ね検証してい

く必要があると考える。 
 
 
 
 
 
 
本校の教員は、児童生徒の実態把握を丁寧に観察す

る上で、様々な研修会等の知見を活かし、自立活動の
目標を設定している。教師のアンケートからは「身体
のストレッチや体位変換、揺れや振動の刺激をとりい
れた活動をすることで、授業の取り組み意欲が向上し
た」、「腕の可動域を維持し緊張を軽減するストレッ
チを毎日行うことで、美術や特別活動においてはさみ
やのり等の教材を使用する際の手の機能や巧緻性の向
上につながっている」等自立活動が、児童生徒の生活
や学習場面に結びついている成果を実感している。 
今後も医療等外部専門家との連携事業や校内研修等

を実施する中で、自立活動の指導について研鑽を行い
、学びで得た知識や技能を教師間で共有しながら指導
の効果を高められるように努めていく。 

② 
 

【GIGAスクールの推進】 
 GIGAスクール構想の実現に向けて、
ICT機器活用に関する知識・技能を身
に付け、授業実践力を高める。 

ＧＩＧＡ校内研修
推進委員会 

 児童生徒の主体的な活
動や意思表出を引き出す
ためにねらいを明確にし
たうえでICT機器を活用し
た実践を行った教職員の
割合が 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 
【達成目標 Ｂ以上】 

回答教職員１７名 
ア あてはまる・・・・・・・２３．５％ 
イ ややあてはまる・・・・・５２．９％ 
ウ あまりあてはまらない・・１７．６％ 
エ あてはまらない・・・・・ ５．９％ 
 ア＋イ ７６．４％ 
＜評価Ａ 目標未達成＞ 

児童生徒の実態に合わせて、ICT 機器を活用している
教員が多く見られるようになった。また、従来の使い方
以外にも視界に制限のある児童生徒への視覚支援や児
童生徒の意欲を引き出すために装置を作成し、活用する
事例もある一方、従来通りの活用で留まっている教職員
もまだ多くみられる。 
今後は、校内研修や外部講師派遣を継続して取り組

み、児童生徒の主体的な活動や意思表出を引き出すこと
に重きを置いた活用方法を教職員間で互いに情報を共
有できるように、GIGA校内研修推進委員で検討していき
たい。 
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【安全な医療的ケア体制の強化】 
 保護者・教職員・学校看護師間の連
携を更に強めるとともに、緊急時対応
訓練や研修を通して知識・理解を深
め、安全な医療的ケア体制の強化を図
る。 

医療的ケア委員会 研修や情報共有等を通し
て医療的ケアについての
理解と関心を深め、安全
なケア体制づくりに貢献
できたと考える教職員の
割合が 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７５％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 
【達成目標 Ｂ以上】 
 
 
 
 

回答教職員１９名 
ア あてはまる・・・・・・・４２．１％ 
イ ややあてはまる・・・・・４２．１％ 
ウ ややあてはまらない・・・１５．８％  
 ア＋イ  ８４．２％ 
＜評価Ａ 目標達成＞ 

今年度より１１９番通報を軸とした緊急時対応訓練
を行っており、他学部が協力し合えるような設定で訓練
を実施したり、その後の他学部との話合いの時間を作っ
たりしたことで、研修をとおして情報共有や理解を深め
ることにつながったと考えらえる。 
今後は、研修会や医療的ケア指導アドバイザー巡回事

業等での学びを共有する中で、医療的ケアを必要とする
児童生徒に対する災害時の対応方法等、専門家から得ら
れる専門的な学びを深め、児童生徒が更に安全・安心な
学校生活を送ることができるように努めていく。 

④ 
a 

【実際に即した危機管理】 
 より実践的な訓練やシミュレーショ
ンを通して、教職員及び保護者の危機
管理意識を高めると共にマニュアルの
有効性を検証し、適切な対応ができる
ようにする。 

指導課 
ＰＴＡ 

【教員】 
地震訓練やシミュレーシ
ョン訓練に参加し、緊急時
の対応が理解できたと感
じる教職員の割合が 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 
【達成目標 Ｂ以上】 
 

回答教職員１９名 
地震訓練やシミュレーション訓練に参加し、緊急時
の対応が理解できたと感じる教職員の割合が 
ア あてはまる・・・・・・・３６．８％ 
イ ややあてはまる・・・・・４７．４％ 
ウ あまりあてはまらない・・１０・５％ 
エ あてはまらない・・・・・ ５．３％ 
ア＋イ ８４．２％ 
＜評価Ａ 目標達成＞ 
  

地震避難訓練に参加し、緊急時の対応が理解できた
教員の割合は目標に達した。アンケートより、事前に
確認したマニュアルを基に教員の動きや避難までの流
れが理解できたという意見がある一方で、訓練当日に
児童生徒の欠席者がいたことによる実際との差や、教
員間で役割分担し、個々に応じた避難準備やその場で
の臨機応変な状況判断が必要であると感じたという意
見も多く見られた。 

 後期は、今回の反省を基にシミュレーション訓練を

計画、実施し、避難方法の理解を深めること及び個々

に適切な対応ができるように取り組んでいく。  

Ｒ７．１０ 



④
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【保護者】 
引き渡し訓練や伝言ダイ
ヤル体験において、学校
との連絡方法を理解でき
た保護者の割合が 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ⅽ ６０％以上 
Ⅾ ６０％未満 
【達成目標 Ｂ以上】 
 

回答保護者  １５名 
ア あてはまる・・・・・・・９３．３％ 
イ ややあてはまる・・・・・ ６．７％ 
ア＋イ １００％ 
＜評価Ａ 目標達成＞ 
 
               
 
 
 
 
 

引き渡し訓練参加保護者  ７名 
ア 一斉配信メールで確認・・・８５  ％ 
イ 確認していない  ・・・  ６．７％ 
 
 

引き渡し訓練の体験において、学校との連絡方法を

理解できた保護者の割合は目標に達した。また、昨年

度から災害時に備えた、保護者用のマニュアル「災害

時における連絡方法・安全確認について」を配付し、

緊急時の連絡方法を確認できるようにしたことや、そ

れをもとに訓練を継続したことで、今年度は「あては

まる」と回答した保護者の割合が大幅に増加し、緊急

時の学校との連絡方法理解が深まったと考えられる。 

 今後も引き続きすべての保護者への正確な情報を伝

えることで災害に対する意識を高めていく。 

 

⑤ 【効率的・協働的業務の推進】 
 業務改善に向けて、分掌業務のデ

ジタル化を推進し効率化を進め、業務
を分担して行えるようにする。 

教頭 会議のデジタル化を進め
会議のペーパーレス化を
はかり、会議の時間短縮
と業務の効率が上がった
と感じる教職員の割合が 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７５％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 
 【達成目標 Ｂ以上】 
 

回答教職員１９名 
ア あてはまる・・・・・・・３６．８％ 
イ ややあてはまる ・・・・３６．８％ 
ウ あまりあてはまらない・・２６．３％ 
 ア＋イ ７３．６％ 
＜評価Ｂ 目標達成＞ 

職員会議の資料を事前にteamsにあげておくことで、
会議の時間が大幅に短縮され、会議が早く終わった時
間を別の作業時間にあてるなど、業務が効率化されて
きたと実感をもつ教職員が多くなってきた一方、まだ
業務の偏りや平準化については課題があると考えられ
る。 
今後は各課長からのヒヤリングを参考に業務の平準

化の推進や事務手続きの簡略化などできることを進め
ていきたい。 

 

 


